
第３の危機：外来種、化学物質など人為的に持ち込まれたものによる生態系の 

撹乱 
 

●外来種の影響力は近年顕著に増加したとされているが、背景には、この 50年間の国外との

交流や貿易の飛躍的な増加がある。 

●意図的・非意図的に導入された外来種が侵入・定着し、一部の種は急速に分布拡大。 

●特に陸水生態系や島嶼生態系における影響が懸念される。 
 

侵略的外来種の分布の拡大 

既に定着した一部の侵略的外来種については分布の拡大が顕著。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

海外から輸入される「生きている動物」の近年の輸入数 

島嶼における外来種の影響 

沖縄島北部のやんばる地域において、マングース（特定外来生物）の分布域が拡大し、ヤンバルクイナ

（絶滅危惧 IA 類）の分布域及び個体数が急速に減少した。 
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奄美大島では、防除事業に伴ってマングースの生息密度が極端に低下し、それに同調してケナガネズミ

（絶滅危惧 IB 類）の個体数が増加しつつある。 

 

マングースの 

CPUE(捕獲効率)   

 

 

■：わなの設置 

■：わなの設置なし 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

潜在的にケナガネズミ 

が増加できる場所 

 

■：減少 

■：増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：環境省資料             

2005 年に外来生物法が施行されるなどの対策が進み、一部の分類群で輸入数が減少傾向あるが、輸入数

は依然として多い。 
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注 1：昆虫の単位は 100 匹とした。                 出典：JBO、財務省貿易月表. 
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